大雨被害、千葉・茨城・福島などでがけ崩れや浸水
	


	
	　


　大雨の影響で２６日夜から２７日にかけて、関東から東北南部の太平洋岸を中心に床上浸水や停電などの被害が出た。

　千葉県では、長柄町山之郷の町道ののり面が長さ約２０メートル、幅約３メートルにわたって崩落するなど計３か所でがけ崩れが起きた。千葉市内で床上浸水４棟、床下浸水１９棟、四街道市では床下浸水が２棟あった。

　茨城県では、取手市の住宅１棟が床上浸水、同市や牛久市、つくば市の計１８棟が床下浸水。福島県相馬市でも１棟が床下浸水した。いわき市内の県道が午前７時前から２・９キロにわたり通行止めになった。また、茨城県では２６日深夜から２７日未明に高圧線の切断などで行方、鹿嶋両市内の計２０００戸が最大で１時間４０分停電した。 
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